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三重バイオレットアイリスに桐蔭横浜大学が挑戦する一戦。前半
開始２０秒に三重No9角南のポスト、続け様に1分にNo１５多
田が続いた時は三重の一方的な展開を予感させた。しかし、桐蔭
横浜大も２分と５分にNo２林のミドルシュートで同点に追いつ
く。１０分に三重No６近藤がサイドシュートで３－２として均
衡を破る。しかし桐蔭横浜大も前半１２分に三重Ｎｏ２１池原退
場の７ＭＴをＮｏ１１湯山が決め３－３の同点。桐蔭横浜大No
１４西口のサイドからの連続得点、三重No２３森本のミドル
シュートの応酬で互角の展開。三重は１８分にチームタイムアウ
トを取り引き離しにかかり、池原の速攻、森本のカットイン、
No１０河嶋のロングで２２分に９－６とする。しかし桐蔭横浜
大も２４分角南の退場を生かし、Ｎｏ１７亀井の連続ポスト
シュートで２６分に９－８と追いすがり、前半を１０－８の三重
２点差リードで終える。後半も三重が５点差まで差がつけられ
ず、しぶとく桐蔭横浜大が追いすがる展開。１２分に三重No１
９万谷、No６近藤が立て続けに退場になり、桐蔭横浜大が追い
つく最大のチャンスが訪れたが、三重はＧＫ岩見の７ＭＴシャッ
トアウト、ＧＫを引き上げてのＣＰ５名攻撃などで必死に凌ぎ、
逆に１４分に１７－１２と５点差をつけ最大のピンチで自分達に
流れを持ってくる事に成功。その後、前半からのパスコースを読
んだデフェンスからの速攻も功を奏し、三重が諦めない桐蔭横浜
大を２４－１６の８点差で振切った。
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